
東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
発
電

所
事
故
か
ら
八
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

双
葉
郡
で
は
、
浪
江
町
の
四
つ
の
小

学
校
が
休
校
と
な
り
、
学
校
数
は
十

四
校
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

三
校
は
校
長
が
兼
務
す
る
こ
と
に
な

り
、
十
一
名
の
校
長
で
今
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
次
期
学
習
指
導
要
領

先
行
実
施
の
年
で
あ
り
、
従
来
か
ら

の
課
題
と
と
も
に
、
新
た
な
課
題
や

内
容
に
対
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
対
応
状
況
に

つ
い
て
情
報
収
集
や
情
報
交
換
を
行

い
、
各
学
校
の
実
態
に
応
じ
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
組
み

づ
く
り
や
教
職
員
の
意
識
改
革
、
業

務
改
善
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

双
葉
地
区
は
、
避
難
先
で
継
続
し

て
い
る
学
校
と
地
元
で
再
開
し
た
学

校
が
あ
り
、
児
童
数
や
教
職
員
配
置

数
を
含
め
た
教
育
環
境
が
大
き
く
異

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
支
会
校
長

会
と
各
校
長
、
県
教
育
委
員
会
や
町

村
教
育
委
員
会
が
お
互
い
に
連
携
を

図
り
、
新
た
な
地
域
づ
く
り
と
連
動

し
た
「
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
」
の
再

構
築
も
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
○
○
だ
か
ら
で
き
な
い
」
と
考
え

る
の
で
は
な
く
「
ど
う
し
た
ら
で
き

る
か
」
を
考
え
る
校
長
及
び
支
会
校

長
会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

富
岡
町
の
小
中
学
校
は
、
三
春
校

と
富
岡
校
に
分
か
れ
て
教
育
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ど
ち
ら

も
富
岡
町
に
と
っ
て
大
切
な
子
ど
も

た
ち
で
す
。
「
富
岡
は
一
つ
」
を
合

い
言
葉
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
教
育

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
行
事
な
ら
一
緒
に
取
り
組
ん

だ
方
が
教
育
効
果
が
上
が
る
。
よ
し

一
緒
に
や
ろ
う
。
で
も
い
つ
も
一
緒

に
活
動
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
な
ら

ば
ど
う
す
る
か
。
遠
隔
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
た
「
ラ
イ
ブ
授
業
」
を
行
っ

て
、
少
人
数
の
弱
点
を
補
お
う
。

同
学
年
の
交
流
も
子
ど
も
た
ち
の

成
長
に
と
っ
て
大
切
だ
。
な
ら
ば
ど

う
す
る
か
。
近
隣
の
小
学
校
に
行
っ

て
合
同
授
業
を
行
お
う
。
三
春
校
は

三
春
町
の
小
学
校
と
交
流
し
よ
う
。

自
校
の
実
態
を
見
つ
め
、
子
ど
も

た
ち
に
身
に
付
け
さ
せ
た
い
資
質
・

能
力
を
明
確
に
し
て
様
々
な
教
育
活

動
を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
双
葉

の
教
育
に
は
必
要
で
す
。

震
災
後
、
初
め
て
「
双
葉
郡
小
学

校
教
員
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

双
葉
地
区
の
教
員
だ
か
ら
こ
そ
の
悩

み
や
指
導
の
困
難
さ
。
極
少
人
数
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
教
育
活
動
。
地
元

で
再
開
し
た
学
校
と
避
難
先
で
再
開

し
て
い
る
学
校
が
近
隣
校
と
ど
の
よ

う
な
連
携
を
図
っ
て
い
く
か
等
、
積

極
的
に
意
見
交
換
を
す
る
場
で
す
。

こ
の
研
修
会
が
、
双
葉
の
教
育
の
新

た
な
第
一
歩
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
や
み
ま
せ
ん
。

双葉郡小学校長会

第１０８号

発 行 責 任 者
小学校長会長
岩 崎 秀 一

ふ
た
ば

広報双
葉
の
教
育
の
新
た
な
第
一
歩

双
葉
郡
小
学
校
長
会
会
長

富
岡
町
立
富
岡
第
一
小
学
校
長

岩
崎

秀
一

第１０８号（１） 広報「ふたば」 令和元年７月２日

会

長
岩
崎

秀
一

（
富
岡
一
小
）

副
会
長

泉
田

淳

（
双
葉
南
小
）

堀
本
晋
一
郎

（
楢
葉
南
小
）

総

務
堀
本
晋
一
郎

（
楢
葉
南
小
）

経

理
井
戸
川

浩

（
広
野
小
）

監

事
木
村

裕
之

（
浪
江
小
）

松
本
美
穂
子

（
双
葉
北
小
）

行
財
政
部

◎
馬
場

隆
一

（
な
み
え
創
成
小
）

〇
岩
崎

秀
一

（
富
岡
一
小
）

○
堀
本
晋
一
郎

（
楢
葉
南
小
）

研
究
部

◎
遠
藤

裕
一

（
葛
尾
小
）

〇
泉
田

淳

（
双
葉
南
小
）

〇
草
野

収

（
川
内
小
）

〇
馬
場

隆
一

（
な
み
え
創
成
小
）

他

全
員
所
属

生
徒
指
導
部

◎
草
野

収

（
川
内
小
）

〇
木
村

裕
之

（
浪
江
小
）

広
報
部

◎
渡
邉
か
お
り

（
富
岡
二
小
）

〇
松
本
美
穂
子

（
双
葉
北
小
）

会
長阿

部

裕
美

（
熊
町
小
）

副
会
長

草
野

収

（
川
内
小
）

監
事堀

本
晋
一
郎

（
楢
葉
南
小
）

事
務
局
長

井
戸
川

浩

（
広
野
小
）

会
計木

村

裕
之

（
浪
江
小
）

【
専
門
部
長
】

国
語

泉
田

淳

（
双
葉
南
小
）

社
会

木
村

裕
之

（
浪
江
小
）

算
数

堀
本
晋
一
郎

（
楢
葉
南
小
）

理
科

馬
場

隆
一
（
な
み
え
創
成
小
）

生
総

遠
藤

裕
一

（
葛
尾
小
）

音
楽

渡
邉
か
お
り

（
富
岡
二
小
）

図
工

草
野

収

（
川
内
小
）

家
庭

松
本
美
穂
子

（
双
葉
北
小
）

体
育

佐
藤

大
志

（
双
葉
南
小
教
頭
）

道
徳

井
戸
川

浩

（
広
野
小
）

特
活

星

輝
伸

（
楢
葉
北
小
教
頭
）

双
葉
郡
小
学
校
長
会

令
和
元
年
度
組
織

小
学
校
教
育
研
究
会
等

双
葉
地
区
会
組
織

【９年ぶりに地元に戻って開催した幼小中運動会】

＝
双
葉
郡
小
学
校
長
会
会
長
あ
い
さ
つ
＝

＊

福
島
県
小
教
研
図
画
工
作
部
会
が

10
月
10
日
（
木
）
川
内
村
い
わ
な
の

里
体
験
交
流
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

双
葉
郡
の
復
興
状
況
を
知
る
機
会

で
も
あ
り
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。



町村名 葛尾村 川内村 広野町

小学校名 浪江 幾世橋 請戸 大堀 苅野 津島 創成 葛尾 双葉南 双葉北 熊町 大野 富岡一 富岡二 川内 楢葉南 楢葉北 広野

2010.4.1
震災前

558 122 93 157 174 58 68 192 152 333 423 415 521 112 158 274 311 4121

2011.8.31
震災直後

30
臨時
休業

臨時
休業

臨時
休業

臨時
休業

0 0 0 0 149 222 19 26 53 0 0 65 562

2019.4.1
現在

1 休校休校休校休校 1 14 7 16 19 7 5 16 9 39 37 45 161 375

  双葉郡の児童数の推移　（単位：人）

合計
浪江町 双葉町 大熊町 富岡町 楢葉町

東
日
本
大
震
災

と
原
子
力
発
電
所

事
故
か
ら
約
八
年

四
ヶ
月
。

廃
炉
作
業
や
除

染
な
ど
の
復
興
が

少
し
ず
つ
進
み
、

令
和
時
代
の
幕
開

け
と
と
も
に
、
全

町
避
難
の
続
い
て

い
た
大
熊
町
で
、
帰
町
の
一
歩
が
踏

み
出
さ
れ
ま
し
た
。

双
葉
郡
に
あ
っ
た
十
七
の
小
学
校
。

「
お
か
え
り
」
と
地
域
の
人
々
の
大

歓
迎
を
受
け
て
地
元
に
新
設
・
再
開

さ
れ
た
学
校
が
あ
る
一
方
、
学
校
の

再
開
が
難
し
く
今
年
度
か
ら
休
校
と

な
っ
た
学
校
、
現
在
も
避
難
先
で
の

再
開
を
継
続
し
て
い
る
学
校
も
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
在
籍
児
童
の
急
激
な
減
少

や
他
市
町
村
か
ら
の
遠
距
離
通
学
、

不
安
定
な
生
活
環
境
に
伴
う
児
童
の

心
の
ケ
ア
、
未
だ
に
組
織
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
、
震
災
に

よ
っ
て
生
じ
た
学
校
課
題
も
、
未
だ

続
い
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

双
葉
郡
小
学
校
校
長
会
で
は
、
そ

ん
な
現
状
を
多
く
の
方
々
に
伝
え
て

い
く
と
と
も
に
、
児
童
一
人
一
人
が

将
来
へ
の
夢
と
希
望
を
持
ち
、
地
域

の
復
興
に
向
け
た
参
画
者
と
な
る
よ

う
「
ふ
る
さ
と
の
人
・
も
の
・
こ
と
」

と
ふ
れ
合
う
た
め
の
様
々
な
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。

第１０８号（２） 広報「ふたば」 令和元年７月２日

＝編集後記＝

双葉郡の小学校

「 現 状 」

【浪江町】

○浪江小学校

児童数1名

○津島小学校

児童数1名

※計2名

２校合同での学校生活

【双葉町】
○双葉南小学校

児童数16名

○双葉北小学校

児童数19名

※計35名
２校合同での学校生活

平成31年3月31日休校

◇幾世橋小学校◇請戸小学校

◇大堀小学校 ◇苅野小学校

【楢葉町】
◎楢葉南小学校

児童数37名

◎楢葉北小学校

児童数45名

※計82名
２校合同での

学校生活

【広野町】
◎広野小学校

児童数161名

【川内村】
◎川内小学校

児童数39名

【大熊町】
○熊町小学校

児童数7名

○大野小学校

児童数5名

※計12名

２校合同での学校生活

【葛尾村】
◎葛尾小学校

児童数７名

会津若松市
二本松市

川内村

広野町

楢葉町

三春町

[平成23年8月/平成26年4月
二本松市立旧下川崎小校舎で再開]

[平成30年4月
元の校舎で再開]

[平成29年4月
楢葉中校舎で再開]

[平成24年4月
元の校舎で再開]

[平成24年8月
元の校舎で再開]

葛尾村

[平成30年4月
旧浪江東中学校舎に新設]

いわき市

【富岡町】
◎富岡第一小学校（富岡校）

児童数11名
◎富岡第二小学校（富岡校）

児童数5名
※計16名
２校合同での学校生活

○富岡第一小学校（三春校）

児童数5名
○富岡第二小学校（三春校）

児童数4名
※計9名
２校合同での学校生活

富岡町

[平成23年9月
三春町曙ブレーキ
工場社屋跡で再開]

[平成30年4月
富岡一中校舎で再開]

浪江町

◎なみえ創成小学校
児童数14名

◎新設・地元再開校 ○避難再開校 ◇休校

[平成23年4月
会津若松市立旧河東三小校舎で再開]

（令和元年５月１日現在）

[平成26年4月
いわき市錦町の仮校舎で再開]

令
和
…
新
年
号
に
は
多
く
の
希
望
と
新

し
い
時
代
の
幕
開
け
を
感
じ
ま
す
。
日
本

の
地
図
や
年
表
に
、
福
島
県
双
葉
郡
と
い

う
地
域
が
し
っ
か
り
と
刻
ま
れ
、
次
の
時

代
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
よ
う
「
復
興
」

と
と
も
に
「
未
来
へ
の
創
造
」
が
あ
る
こ

と
を
祈
り
ま
す
。
そ
ん
な
双
葉
郡
の
現
状

を
校
長
の
視
点
か
ら
少
し
で
も
届
け
ら
れ

た
ら
幸
い
で
す
。

広
報
「
ふ
た
ば
」
も
多
く
の
方
の
助
け

に
よ
り
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


